
特集 やってみらんね！ グリーン・ツーリズム

広　報広　報

こんね！四季を彩るロマンのまち　西都

77
2014 Vol.565

July
2014 Vol.567

July

本市で推進している「グリーン・ツーリズム」の現在
の取り組みや受け入れシステムについて説明します。
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特集　やってみらんね！グリーン・ツーリズム
市民活動を支援しています
『さいと物産・観光フェア』イベントリポート
「介護保険のしくみ」についてご紹介します

さいと市政ナビ

今回は、食用野草の一級品「アカザ」をご紹介
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▲スイートコーン収穫体験（６月６日）
三財・小森地区で『豊かな農業を育てる会』が開催した農業体験。カ
トリック幼稚園の園児など約 50人が参加し、西都の初夏の恵み『スイー
トコーン』の収穫を楽しみました。

表紙（横）.indd   2 14/06/20   10:20

申し出により、
氏名・写真を
削除しました。
（西都市）



　

本
市
で
は
、
観
光
振
興
や
地

域
づ
く
り
な
ど
の
手
段
、
ま
た

人
口
の
拡
大
を
図
り
二
地
域
居

住
や
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の

施
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

平
成
21
年
に
「
西
都
市
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」
を
設

立
し
、『
年
間
を
通
し
・
い
つ
で
も
・

何
か
し
ら
体
験
で
き
る
』
体
制
の

も
と
、
日
帰
り
客
や
宿
泊
客
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の

教
育
旅
行
お
よ
び
修
学
旅
行
の
誘

致
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

●
今
後
の
展
開

　

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
の
育
成
と
、

受
け
入
れ
農
家
の
拡
大
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
農
家
民
宿
・
民
泊
」

や
「
農
業
体
験
」
の
受
け
入
れ

先
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
農
家
民
宿
・
民
泊
と
は

　

い
ず
れ
も
農
業
者
が
経
営
し
、

宿
泊
者
に
農
作
業
や
郷
土
料
理

づ
く
り
な
ど
農
業
・
農
村
体
験

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
宿
泊
施
設

の
こ
と
で
す
。

　

農
家
民
宿
は
、
旅
館
業
法
の

許
可
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
宿
泊
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

農
家
民
泊
は
、
旅
館
業
法
の

許
可
を
取
得
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
旅
館
業
で
は
な
い

た
め
、
宿
泊
料
金
が
徴
収
で
き

な
い
（
食
材
費
な
ど
の
実
費
は

徴
収
可
能
）
な
ど
の
規
制
が
あ

り
ま
す
。

●
体
験
受
け
入
れ
と
は

　

四
季
折
々
の
農
作
物
の
植
付

け
や
収
穫
と
い
っ
た
農
作
業
、

ま
た
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
郷
土

料
理
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　

農
家
の
方
や
地
元
の
方
に
は

『
当
た
り
前
』
の
こ
と
で
も
、
都

会
の
人
に
は
『
意
外
』
で
『
新
鮮
』

な
体
験
の
場
に
な
り
ま
す
。

●
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

体
験
の
受
け
入
れ
に
興
味
が
あ

る
、
子
ど
も
や
都
会
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
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写真（左上から順に）：台湾からの教育旅行（受け入れ）／同（うどん打ち体験）／考古学・文化財モニターツ
アー／鹿児島からの教育旅行（地元の人たちとの交流）／シンガポールからの旅行者（歓迎式）／ちびっこ祭り
での餅つき体験／ふれあい登山（烏帽子岳）／タケノコ掘り体験

西都の魅力を発信！
グリーン・ツーリズムとは農山村
地域で自然、文化、人々との交流
を楽しむ余暇活動のことです。
都会では味わえない豊かな自然、
その中で営まれる生活を体験しな
がら、ゆっくりと滞在します。

グリーン・ツーリズムグリーン・ツーリズム
やって

みらん
ね！

やって
みらん

ね！
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ま
せ
ん
か
？

　

西
都
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
で
は
「
農の

ど

か
土
家
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
田

舎
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
家
民
宿

の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
で
は
、
農

家
民
宿
・
民
泊

に
取
り
組
ま

れ
る
方
へ
の

独
自
の
支
援

も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

本
市
や
地
域
の
産
業
・
観
光

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。

　

12
月
３
・
４
日
に
は
本
市
で「
九

州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
西
都
市
グ
リ
ー

　

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
事
務

　

局
（
市
商
工
観
光
課
内
）
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グリーン・ツーリズム　受け入れ先Ｑ＆Ａ　
Ｑ１．『農家民宿』や『農家宿泊』をするには、建物を新しく造らないといけないの？
Ａ．自宅の一部を宿泊施設として提供することが可能なため、今ある母屋の空き部屋や離れなどを活用
　　する場合には特に建物を新築する必要はありません。
　　農家民宿を行う場合には、旅館業営業許可が必要となるので、旅館業法
　　に合うようトイレなどの改築が必要なこともありますが、国による規制
　　緩和が行われているので、許可を取得しやすくなっています。
　　また、実際に改築に取り組み、農家民宿の許可取得をした場合は、
　　市独自の補助制度がありますので、負担が軽くなります。

Ｑ２．大人数は受け入れられないけど大丈夫？
Ａ．民宿・民泊であれば４〜５人くらいからの受け入れができれば
　　大丈夫です。

Ｑ４．１年間通しての受け入れはできないけど大丈夫？
Ａ．大丈夫です。受け入れについては、下のようなシステムで行っていますので、事前に受け入れ可能な
　　時期を教えてもらえれば、その時期のみ事務局から受け入れをお願いします。

Ｑ３．受け入れ先としてどんな体験メニューを用意する必要がありますか？
Ａ．現在行っている体験メニューとしては、野菜や果物の収穫体験のほか、
　　郷土料理づくり体験、竹細工やわらじ編み体験などがあります。
　　のんびりとした時間を過ごしたくて農家民宿を選ばれるお客さんもいらっしゃいますので、川遊びや
　　山登りなどのメニューでも大丈夫です。
　　無理をせず、家族の方の特技や、地域の特色を活かした体験メニューで受け入れを行えます。

西
都
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

事
務
局

（
市
商
工
観
光
課
）

学
校
・
グ
ル
ー
プ
・
個
人

西
都
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会 受注 引き受け

発注（調整） 申し込み

受け入れ先

・
農
家
民
泊

・
食
事

・
体
験

窓口 お客様 受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム

農家民宿での受け入れ

野菜の収穫体験 自然体験 郷土料理づくり体験

パンフレット『農土家』
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本
市
で
は
、「
西
都
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」）
を
南
庁
舎
に
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
団
体
や
、
こ
れ
か
ら

活
動
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
市
民
活
動
の
広
報
・
啓
発

②
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談

③
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

　

お
よ
び
情
報
交
換
へ
の
支
援

④
市
民
活
動
に
使
用
す
る
会
議
室

　

な
ど
の
提
供

⑤
そ
の
他
、
市
民
活
動
の
推
進
を

　

図
る
た
め
に
必
要
な
支
援

　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
振
替
休

　

日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

　

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
社
会

貢
献
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る

団
体
。

　

た
だ
し
、
選
挙
活
動
や
宗
教
活

動
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
会
議
室
な
ど
、
使
用
の
際

に
、「
市
民
活
動
団
体
名
簿
」
へ

の
登
録
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
あ
る

「
市
民
活
動
団
体
名
簿
」
に
登
録

さ
れ
た
団
体
の
皆
さ
ん
が
、「
西

都
市
市
民
活
動
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」
を
設
立
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
（
５
月
末
現
在
で
の
登

録
団
体
数
・
19
団
体
）。

　

同
協
議
会
は
、
団
体
間
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
定
期
的
に
連
絡

委
員
会
を
開
催
し
、
活
動
状
況
な

ど
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
毎
年
１
回
の

ペ
ー
ス
で
登
録
団
体
間
の
交
流
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
３
月
に

開
催
さ
れ
た
こ
の
は
な
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
併
せ
て
「
こ
の
は
な
マ
ラ

ソ
ン
大
会
参
加
選
手
の
応
援
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
外
か
ら
の
参
加

選
手
に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
応
援
に
参
加
し
た
協
議
会

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
選
手
の
さ

わ
や
か
な
笑
顔
と
走
り
に
元
気
を

分
け
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
応
援
後
の
交
流

会
で
は
豚
汁
の
振
る
舞
い
も
あ

り
、
参
加
者
は
昼
食
を
食
べ
た
後

に
各
団
体
の
活
動
紹
介
や
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
・
下　

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
）。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
活
動
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
相

談
や
団
体
の
皆
さ
ん
の
「
市
民
活

動
団
体
名
簿
」
へ
の
登
録
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
や
登
録
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
協
働
推
進
課
に
ご

連
絡
・
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
８
３‒
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市
民
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

｢
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー｣

と｢

市
民
活
動
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会｣

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
団
体

　
　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

支
援
内
容

開
設
時
間

利
用
で
き
る
人

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

このはなマラソン大会参加選手の応援をしました !

市民活動支援
センター　
（南庁舎１階）▶

交流会の様子 応援の様子
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マンゴーやスイート
コーンなど西都市の
特産品が当たるガラ
ポン抽選会も実施

　
「
さ
い
と
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア
」

は
、
Ｊ
Ａ
西
都
や
森
林
組
合
、
商

工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
西
都
市
物
産
観
光
交
流

協
議
会
が
主
催
し
、
本
市
の
農
林

水
産
物
や
加
工
品
、
観
光
情
報
を

大
消
費
地
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
会
場
で
は
完
熟
マ
ン

ゴ
ー
な
ど
の
農
産
物
を
は
じ
め
、

牛
肉
や
鶏
肉
、
ゆ
ず
、
鮎
な
ど
の

加
工
品
、
乾
燥
椎
茸
を
ず
ら
り
と

並
べ
、
試
食
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
試
食
し
た

人
は
「
す
ご
く
甘
い
！
」「
調
理

は
電
子
レ
ン
ジ
で
い
い
の
ね
」
と

驚
い
た
様
子
。
フ
ェ
ア
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
お
客
さ
ん
も
多

く
、
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
に
は
、
農
業
者

団
体
を
代
表
し
て
６
人
の
女
性
も

参
加
。
ま
だ
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い

ズ
ッ
キ
ー
ニ
や
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン

の
料
理
を
試
食
用
に
作
っ
て
配
布

し
ま
し
た
。「
食
べ
方
が
分
か
ら

な
い
」と
尋
ね
る
お
客
さ
ん
に
は
、

簡
単
で
お
い
し
い
生
産
者
お
す
す

め
の
レ
シ
ピ
を
伝
授
。
郷
土
料
理

「
冷
や
汁
」
の
振
る
舞
い
も
行
い
、

西
都
の
食
の
魅
力
を
福
岡
市
の
皆

さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
西
都
ブ
ラ
ン
ド
を

都
市
部
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

大
当
た
り
！

Event ReportEvent ReportEvent Report
　さいと物産・観光フェアで
　　　　西都のおいしい“食”と観光をアピール！！
　５月 23～25 日にイオンモール香椎浜店（福岡市）で３日間開催された『さいと
物産・観光フェア』についてレポートします

トースターで焼いても、

天ぷらにしても、スープに

入れてもおいしいわよ！

　ズッキーニって

食べたことないわ～

どうやって食べるの？

カラフルなカラーピーマンのマリ
ネに、子どもたちも興味津々

（上↑）初めて冷や汁を食べ
たというお客さんもいまし
た　（右→）試食すると即購
入を決める人が続出

特集・市民活動＆物産フェア.indd   2 14/06/20   10:25



　

介
護
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
制
度
の
１
つ
で
す
。

　

運
営
は
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
、
40
歳
以
上
の
方

が
加
入
者
と
し
て
保
険
料
を
出

し
合
っ
て
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
は

年
齢
で
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
（
第
１
号
被
保
険
者
）

　

介
護
保
険
料
を
年
金
天
引
き
、

ま
た
は
納
付
書
・
口
座
振
替
で

納
め
ま
す
。
病
気
や
け
が
な
ど

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
に

か
か
わ
ら
ず
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
さ
れ
た
方
が
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

◎
40
〜
64
歳
の
方

　
　
　
　
（
第
２
号
被
保
険
者
）

　

保
険
料
は
国
民
健
康
保
険
や

職
場
の
医
療
保
険
で
納
め
ま
す
。

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気（
特

定
疾
病
）
に
よ
り
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
さ
れ
た
方
が
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

介
護
保
険
給
付
費
（
介
護
保

険
か
ら
支
払
う
額
）
の
半
分
は

公
費
で
、
残
り
の
半
分
は
、
40

歳
以
上
の
方
が
納
め
る
介
護
保

険
料
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す（
表

１
参
照
）。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
約

17
％
の
方
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
お
り
、
介

護
保
険
よ
り
支
払
わ
れ
た
利

用
料
は
、
平
成
25
年
度
は
、

30
億
２
千
万
円
を
超
え
て
い
ま

す
。
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『介護保険のしくみ』についてご紹介します『介護保険のしくみ』についてご紹介します

公　費公　費

50％65 歳以上の
方の保険料
21.0％

65 歳以上の
方の保険料
21.0％

国・宮崎県
37.5％
国・宮崎県
37.5％

40〜64 歳の
方の保険料
29.0％

40〜64 歳の
方の保険料
29.0％ 西都市

12.5％
西都市
12.5％

保険料保険料

【表１】介護保険給付費の財源構成

50％

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
審
査
判
定
を
行
い
ま
す

　
　調
査
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

　力
し
、
１
次
判
定
を
行
い
ま
す
。
特

　記
事
項
や
主
治
医
の
意
見
書
を
も
と

　に
、
２
次
判
定
（
介
護
認
定
審
査
会
）

　で
総
合
的
に
審
査
し
、
要
介
護
状
態

　区
分
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

②
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
　認
定
調
査
員
な
ど
が
自
宅
な
ど
を

　訪
問
し
て
、
心
身
の
状
況
を
確
認
す

　る
た
め
、
本
人
と
ご
家
族
な
ど
か
ら

　聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
　ま
た
、
主
治
医
の
診
断
か
ら
介
護

　を
必
要
と
す
る
原
因
疾
患
な
ど
に
つ

　い
て
の
意
見
書
を
受
け
ま
す
。

①
認
定
の
申
請
を
し
ま
す

　
　本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
が
健
康

　管
理
課 

介
護
保
険
係
の
窓
口
、
あ
る

　い
は
次
の
と
こ
ろ
で
申
請
し
て
く
だ

　さ
い
。

　・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　・
介
護
保
険
施
設

■
介
護
保
険
の
認
定
ま
で
の
流
れ

　要
介
護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受
け

た
方
は
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

◎
利
用
料

　
　認
定
さ
れ
た
介
護
状
態
区
分
に
応

　じ
、
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　範
囲
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

　合
は
１
割
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
　上
限
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た

　分
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
自
宅
な
ど
で
生
活
さ
れ
る
方

　
　ま
ず
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど

　に
依
頼
し
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

　具
体
的
に
盛
り
込
ん
だ
ケ
ア
プ
ラ
ン

　を
作
成
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

　て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

◎
介
護
施
設
に

　
　
　
　入所
を
希
望
さ
れ
る
方

　
　希
望
す
る
施
設
を
選
び
、
直
接
契

　約
し
て
入
所
し
ま
す
。

　
　そ
の
施
設
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　が
利
用
者
に
合
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

　作
成
し
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　し
ま
す
。
　

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　利
用
の
仕
方

■
介
護
保
険
の
加
入
者

■
介
護
保
険
の
財
源

■
介
護
保
険
と
は

特集・介護保険.indd   1 14/06/20   10:26



　

本
市
の
人
口
は
、
昭
和
35
年

の
５
万
９
４
８
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
続
け
、
平
成
26
年
４
月

現
在
３
万
２
２
０
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
は
、
こ
の
ま

ま
の
現
状
が
続
け
ば
平
成
37
年

に
は
、
２
万
７
６
０
５
人
に
な

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
給
付
費
の
財
源
の

29
％
を
占
め
る
第
２
号
被
保
険

者
数
（
40
〜
64
歳
の
方
）
は
、

現
在
１
万
５
３
５
人
で
す
が
、

平
成
37
年
に
は
８
千
人
を
切
る

値
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
数
（
65
歳
以
上
）

の
占
め
る
高
齢
化
率
は
、
現
在

31
．
８
％
で
す
が
平
成
37
年
に

は
38
．
０
％
に
達
し
、
10
人
の

う
ち
４
人
は
高
齢
者
と
な
る
予

測
で
す
（
表
２
参
照
）。

　

本
市
の
介
護
保
険
の
支
出
は
、

平
成
20
年
度
が
26
億
３
千
万
円

で
す
が
、
平
成
25
年
度
見
込
み

で
32
億
８
千
万
円
と
５
年
間
で

６
億
５
千
万
円
の
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

数
は
平
成
25
年
度
が
１
７
５
７

人
で
約
６
人
に
１
人
が
認
定

を
受
け
て
お
り
、
５
年
間
で

３
３
０
人
増
加
し
て
い
ま
す（
表

３
参
照
）。

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

を
推
計
し
、
介
護
保
険
給
付
金

の
21
％
の
額
を
、
高
齢
者
数
で

割
り
戻
し
て
保
険
料
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
〜
24

年
生
）
が
本
年
度
全
て
65
歳
以

上
に
な
り
急
激
に
高
齢
化
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
平
成
37

年
に
は
、
人
口
・
高
齢
者
数
が

減
少
し
て
い
く
中
、
75
歳
以
上

の
人
口
は
微
増
し
て
い
く
事
が

予
測
さ
れ
、
介
護
を
必
要
と
す

る
認
定
者
数
も
増
加
し

て
い
く
事
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

尊
厳
の
保
持
と
自
立
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、『
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』『
医
療
・
看
護
』『
保

健
・
予
防
』
と
い
う
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
そ

の
前
提
と
し
て
の
『
す

ま
い
と
す
ま
い
方
』『
生

活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
』が
相
互
に
関
係
し
、

連
携
し
な
が
ら
在
宅
の

生
活
を
支
え
、
西
都
の
風
土
に

あ
っ
た
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
、
元
気
に
老
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
安
心
し
て

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
介
護
保
険
行
政
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
管
理
課　

介
護
保
険
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
０
２
４
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0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

40～64 歳以上65 歳以上総人口

H37H32H27H22H17H12H7H2

（人）

■人口に占める保険者割合

65 歳以上（第１号被保険者）

40～64 歳（第２号被保険者）

H2 H37H26

16.8％ 38.0％31.8％

34.6％ 28.8％32.7％

【表２】西都市の人口に占める被保険者割合と人口の推移

■人口の推移

37,218 36,331
35,381

34,087
32,614 30,97129,310

27,605

12,867 12,682 12,269 11,772 11,035 9,800

8,717 7,9546,520 7,563 8,673 9,251 9,659 10,321

10,651 10,487

※H22 までは国勢調査、　H27 以降は国立社会保障・人口問題研究所資料による

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800
認定者数

【表３】西都市の介護保険支出額と認定者の推移

（百万円） （人）

2,000

2,400

2,800

3,200

3,600
支出額

H25H24H23H22H21H20

2,630 2,710 2,763
2,862

3,051

3,286

1,427 1,462
1,515

1,624 1,721
1,757

週３回利用の場合

８１０円（※）×９割分×週３回×月４週×１２カ月＝１，０４９，７６０円

※要介護２の方の１日の一般的な利用額（１割）：８１０～８３０円

参考：デイサービス・デイケアの１年間の介護保険からの給付額参考：デイサービス・デイケアの１年間の介護保険からの給付額

■
本
市
に
お
け
る

　
　
　
人
口
の
現
状
と
予
測

■
介
護
保
険
の

　
　
　
支
出
額
と
認
定
者
数

■
介
護
保
険
を

　
　
継
続
し
て
い
く
た
め
に
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 　５
月
25
日
、『
西
都
市
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
』
の
結
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
市
内
の
小
学
４
〜

６
年
生
を
対
象
と
し
て
、
消
防
活

動
の
普
及
や
将
来
の
消
防
団
員
の

育
成
な
ど
を
目
的
と
し
て
平
成
24

年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
な
る
本
年
度
は
初
の

女
子
児
童
（
４
人
）
を
含
む
14
人

が
加
入
。
総
勢
23
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
消
防
署
で
行
わ
れ
た
結
団
式

に
は
ク
ラ
ブ
員
の
制
服
を
着
用
し

た
児
童
や
、
保
護
者
な
ど
が
出
席
。

市
消
防
本
部
の
川
﨑
消
防
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
ク

ラ
ブ
員
の
バ
ッ
ジ
と
手
帳
な
ど
を

一
人
ず
つ
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

結
団
式
後
は
、
第
１
回
の
活
動

が
行
わ
れ
、
消
防
車
や
消
防
署
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

　同
ク
ラ
ブ
は
今
後
、
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
活
動
を
重
ね
、
防
災
の

重
要
さ
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

■
担
当
課　
消
防
本
部

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
４
６
６

　

本
市
三
宅
の
国
指
定
史
跡
『
日

向
国
分
寺
跡
』
に
あ
る
『
仁
王
像

（
阿あ
う
ん吽
像
）』
の
２
体
な
ら
び
に
石

灯
籠
、
中
興
碑
、
地
蔵
菩
薩
像
の

台
座
の
関
連
石
造
物
を
６
月
１
日

付
け
で
市
文
化
財
に
指
定
し
ま
し

た
。

　
『
仁
王
像
』
に
は
刻
銘
が
な
い

も
の
の
、
石
灯
籠
な
ど
の
碑
文
か

ら
仏
師 

平
賀
快
然
の
作
と
み
ら

れ
ま
す
。
快
然
は
１
７
０
０
年
代

に
活
躍
し
た
清
武
郷
（
現
宮
崎
市

清
武
町
）
出
身
の
僧
侶
で
、
県
内

に
多
数
の
仏
像
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、『
仁
王
像
』
は
日
向
国

分
寺
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
る
木
喰

五
智
館
の
正
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
も
高
さ
は
約
２
メ
ー
ト

ル
。
顔
の
表
情
や
力
強
い
腕
の
彫

り
、
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

な
ど
か
ら
快
然
が
作
成
し
た
仏
像

の
中
で
も
秀
作
で
、
風
化
も
あ
ま

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
明
治

初
期
の
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
か
ら
も
守
ら
れ
、

保
存
状
態
が
良
好
で
す
。

■
担
当
課
　社
会
教
育
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
８
４
６

市少年消防クラブのメンバー

市消防署で行われた結団式

写真（左上から）
○仁王像（吽像）
○仁王像（阿像）
○石灯籠
○中興碑
○台座

消防

文化

日
向
国
分
寺 

仁
王
像
な
ら
び
に
関
連
石
造
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

市
文
化
財
に
指
定

防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
『
西
都
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

本
年
度
の
結
団
式
を
実
施
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avigationN

　
５
月
31
日
、
福
岡
市
内
で
本
市

出
身
の
福
岡
在
住
者
と
情
報
交
流

を
行
う
『
明
日
の
西
都
を
語
る
福

岡
会
議
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
福
岡
都
市
圏
の
在
住

者
か
ら
見
た
「
ふ
る
さ
と
西
都
」

の
将
来
像
に
つ
い
て
、
意
見
や
情

報
な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
約
40
人
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
現
状
報
告
の
後
、
参
加
者

か
ら
は
『
西
都
原
古
墳
群
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
』
や
『
食
の
拠
点

づ
く
り
』、『
医
療
体
制
』
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
担
当
課　
総
合
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-

32-
１
０
１
１

  

　
５
月
17
日
か
ら
市
内
７
地
域
で

『
市
長
と
語
る
西
都
づ
く
り
懇
談

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
民
の
方
と
の
意
見
交

換
の
場
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
約
６
０
０
人
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
『
医
療
セ
ン

タ
ー
』
や
『
食
の
拠
点
づ
く
り
』

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
の
要
旨
に
つ
い

て
は
『
広
報
さ
い
と
９
月
号
』
お

よ
び
『
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
８
月

下
旬
以
降
）』
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

■
担
当
課　
市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４
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各地域で行われた懇談会
（写真は都於郡地区）

 

　
『
西
都
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
』
が
、
県
内
の
食
育
や
地
産

地
消
活
動
に
携
わ
っ
た
団
体
な
ど

を
表
彰
す
る
『
食
と
農
の
絆
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
市
町
村
域
活

動
部
門
で
『
優
秀
賞
』
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
５
月
23
日
、
児
湯
農
林
振
興
局

で
賞
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
橋

田
恭
代
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

■
協
議
会
の
取
り
組
み

　

同
協
議
会
は
正
し
い
食
生
活
の

推
進
を
図
り
、
市
民
の
健
康
保
持

お
よ
び
増
進
を
目
的
に
啓
発
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
長
の
委
嘱
を
受
け
た
食
生
活

改
善
推
進
員
で
構
成
さ
れ
、
昨
年

度
で
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
食
生

活
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
食
育
教

室
や
食
体
験
教
室
を
保
育
園
や
小

学
校
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
各
地
域
で
開
か
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
ま
つ
り
、
ガ
ン
検
診
・
特

定
健
診
の
際
に
、
健
康
食
の
試
食

を
提
供
し
、
食
生
活
の
改
善
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
１
年
を
か
け
て
作

成
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
予

防
の
『
紙
芝
居
』
が
完
成
し
、
協

議
会
内
で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
食
育

教
室
な
ど
で
披
露
さ
れ
る
予
定
で

す
。

■
担
当
課　
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

明日の西都を語る福岡会議

推進員が作成した紙芝居

児湯農林振興局で行われた授与式

交流

市民
協動

健康

福
岡
で
本
市
出
身
者
と

　情
報
交
流
会
を
開
催

西
都
づ
く
り
懇
談
会
が

　
　
　各
地
域
で
開
催

『
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
』
が

『
食
と
農
の
絆
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
優
秀
賞
を
受
賞
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地
区
住
民
の
力
を
集
め

 『
三
納
ふ
る
さ
と
音
頭
』
Ｃ
Ｄ
完
成

三納地域づくり協議会
『三納ふるさと音頭』のCDを贈呈
５月 23 日、三納地域づくり協議会の役員
らが市長室を訪れ、市長に『三納ふるさ
と音頭』のCDを贈呈しました。役員らは、
歌詞に三納地区内の地名や史跡名などが
盛り込まれた『三納ふるさと音頭』の曲
を市長に披露。その後、曲の内容や CD
が完成するまでの経緯、CDの絵を同地区
在住の弥勒佑徳さんが描いたことなどを
市長に説明しました。

市
内
の
創
作
エ
イ
サ
ー
団
体
が

　
　あ
い
そ
め
広
場
で
演
舞
を
披
露

来んね西都☆踊るよエイサー

５月 31 日、あいそめ広場で『こんね西
都☆踊るよエイサー』が開催されました。
これは市内の創作エイサー団体「西都
pop-M（ぽっぷん）エイサー」が開催した
エイサーを披露するイベントで、同団体
のほかに「高鍋しんかんちゃー」（高鍋町）、
「桜エイサー太鼓」（日南市）も出演。太
鼓を打ち鳴らしながらのダイナミックな
演舞に、会場は大いに盛り上がりました。

目
指
せ
！
好
タ
イ
ム

　記
録
更
新
を
目
指
し
全
力
で
疾
走

第 12回西都市
　　　　　　ナイター陸上記録会
５月 24 日、西都原運動公園陸上競技場で
市ナイター陸上記録会が開催されました。
この記録会は陸上競技の成績向上などを
目的に、市の主催で開催。今回は小学生
から一般まで延べ 603 人の選手が市内外
から参加しました。計 24 種目全ての競技
が外周りのタータントラックで実施され、
懸命に走る選手には多くの声援が送られ
ました。

マ
ン
シ
ョ
の
「
里
帰
り
」
を
願
い

　
　
　市
民
へ
協
力
を
呼
び
か
け
る

伊東満所（マンショ）肖像画
署名活動　

６月８日、あいそめ広場で３月にイタリ
アで発見された伊東マンショの肖像画の
『里帰り』を目指し、街頭署名活動が行わ
れました。この活動は、里帰りを目指す
市民有志の準備会が市民の機運を高める
ために始めたもの。この日は横断幕やの
ぼり旗を掲げた会場で、同準備会の関係
者が買い物客らに呼びかけ、多くの署名
が集まりました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

　
　
　市
民
へ
協
力
を
呼
び
か
け
る

伊東満所（マンショ）肖像画

まちの話題.indd   1 14/06/20   10:29
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県民総合スポーツ祭　西都市選手団結団式
５月 23 日、市民体育館で『みやざき県民総合スポーツ
祭』の本市選手団結団式が行われました。結団式にはユ
ニフォーム姿の選手や監督ら約 190 人が参加。市体育協
会の中武副会長や市長らが激励の言葉を送りました。中
武副会長から開会式で旗手を務めるソフトボール競技の
沼口数敏さんへ団旗が授与され、バレー競技の佐保美佐
子さんが決意表明を宣誓。各競技での健闘を誓いました。

西都管工事組合ボランティア
６月６日、西都警察署で、西都管工事組合（池田武理事
長）によるボランティア作業が行われました。この作業
は、６月の水道週間（６月１～７日）にちなんで、同組
合が毎年この時期に公的な施設に対して実施しているも
の。この日は８人の組合員が２班に分かれて建物の中や
外にある給排水施設の点検を行い警察署の担当職員に報
告しました。

妻北地域づくり協議会　青パト出発式
６月 10日、市中央公民館の駐車場で妻北地域づくり協議
会の青パト出発式が行われました。これは同協議会が青
色回転灯装備車（青パト）による巡回活動を開始するこ
とに伴い行われたもの。出発式では安全祈願や濵砂一心
会長のあいさつなどが行われました。同協議会では講習
を受けた会員の車に回転灯を付け、防犯や交通安全を強
化するため活動を行っていきます。

父（乳）の日　牛乳贈呈式
 ６月 11 日、JA 西都酪農部会が市役所を訪れ、市長に牛
乳などの贈呈を行いました。これは牛乳の消費拡大を目
指す『父（ちち）の日に乳（ちち）を贈ろう！』キャンペー
ンの PRで毎年行われているもの。市長は「栄養価の高い
牛乳は毎朝飲んでいます」と語り、贈られた牛乳を早速
飲み干していました。この日は牛乳のほかにチーズなど
の乳製品も贈られました。

危険物安全協会　啓発品贈呈式
６月 11日、市教育長室で西都地区危険物安全協会（長谷
川信孝会長）が啓発品の贈呈式を行いました。これは同
協会が危険物の取り扱いに対する意識の向上を図るため、
全国危険物安全週間に合わせ毎年行っているもの。竹之
下教育長に目録および今年の啓発品であるソフトクリア
ケースが手渡されました。式後、クリアケースは市内の
小学１年生に配布されました。

ち の話題ま
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人人今月の今月の

　

祭
り
当
日
に
は
２
５
０
人
を
超

え
る
組
員
が
集
合
し
、
力
い
っ
ぱ

い
み
こ
し
を
担
ぎ
ま
す
。
黒
木
さ

ん
は
「
一
人
一
人
の
一
瞬
の
気
の

ゆ
る
み
が
事
故
を
招
き
ま
す
。
全

員
を
元
気
な
体
で
返
す
こ
と
が
組

長
の
一
番
の
使
命
。
そ
の
た
め
に

は
組
員
の
精
神
力
を
鍛
え
、
心
を

一
つ
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
」

と
話
し
ま
す
。
互
親
組
内
の
掟
や

太
鼓
台
で
実
現
し
た
い
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
組
員
と
の

度
重
な
る
話
し
合
い
が
熱
い
激
論

と
な
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　

黒
木
さ
ん
は
、
組
織
の
中
で
個

性
を
発
揮
し
、
み
ん
な
の
力
も
合

わ
せ
な
が
ら
夢
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
互
親
組
で
学
ん
だ
と
い
い

ま
す
。「
組
織
力
の
育
て
方
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
組
で
学
ん
だ

こ
と
は
社
会
や
会
社
の
中
で
も
生

か
せ
る
こ
と
ば
か
り
。
互
親
組
は

人
を
育
て
る
人
材
育
成
の
場
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
」。

　

お
客
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、

緊
張
感
や
盛
り
上
が
り
を
共
に
味

わ
い
た
い
と
い
う
黒
木
さ
ん
。
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
今
年
も
ぜ
ひ
、

西
都
夏
ま
つ
り
に
足
を
運
ん
で
、

勇
壮
な
太
鼓
台
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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み
ん
な
の
広
場

黒
く ろ ぎ

木　誠
まこと

さん
西都夏まつりを勇壮な太鼓台で盛り上げる互親組の組長。
組員の心を一つにまとめるため、１年間かけて取り組みます。

　

今
年
は
７
月
25
〜
27
日
に
開
催

さ
れ
る
『
西
都
夏
ま
つ
り
』。
こ

の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
の
が
互
親
組

の
担
ぐ
太
鼓
台
で
す
。
黒
木
誠
さ

ん
は
こ
の
互
親
組
の
平
成
25
、
26

年
の
組
長
と
し
て
、
祭
り
の
準
備

に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

黒
木
さ
ん
が
互
親
組
に
入
っ
た

の
は
16
歳
の
と
き
。
そ
れ
か
ら
23

年
間
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
互
親
組
は
１
０
０
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
西
都
の
伝
統
文
化
の
ひ

と
つ
。
組
員
に
は
互
親
組
の
一
員

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
し
、
長
年
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
方
々

の
期
待
に
も
応
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
黒
木
さ
ん
。

　

三
納
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
活
動
目
標
の
「
三
納
地
区
が

大
き
な
一
つ
の
家
族
」
の
実
現
に

向
け
て
、
み
ん
な
が
楽
し
く
、
さ

ら
に
心
を
ひ
と
つ
に
で
き
る
よ
う

な
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」
を
作
ろ
う

と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
平

成
24
年
９
月
か
ら
、
地
域
の
有
志

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
三
納

音
頭
の
作
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
年
余
り
の
時
間
を

か
け
て
、
作
詞
、
作
曲
、
振
り
付

け
の
検
討
を
重
ね
、
平
成
25
年
12

月
に
７
つ
の
三
納
地
区
の
情
景
や

歴
史
を
歌
い
こ
ん
だ
「
三
納
（
み

の
ん
）
ふ
る
さ
と
音
頭
」
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
三
納
ふ
る
さ
と
音
頭
」

を
普
及
す
る
た
め
、
井
上
副
会
長

を
特
命
普
及
部
長
に
し
て
、
12
月

か
ら
踊
り
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
に
、
西
都
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
西
都
愛
歌
歌
謡

祭
」
に
参
加
し
、
初
め
て
市
民
の

皆
様
に
披
露
し
、
３
月
か
ら
は
三

納
地
区
の
公
民
館
ご
と
に
踊
り
の

講
習
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
納
在
住
の
画
家
弥
勒

祐
徳
さ
ん
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
挿
絵

を
書
い
て
も
ら
っ
た
Ｃ
Ｄ
も
発
行

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
長
谷
観
音
夏
祭
り

や
西
都
夏
祭
り
な
ど
で
み
ん
な
に

踊
っ
て
も
ら
う
よ
う
計
画
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
三
納
ふ
る
さ
と
音
頭
」
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
三

納
地
域
の
心
を
ひ
と
つ
の
輪
に
で

き
る
よ
う
に
一
層
の
普
及
推
進
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

今月のリポーター
三納地域づくり協議会
会長　米良　弥さん

「西都愛歌歌謡祭」での披露の様子

昭和 50年 1月 22日生
妻：上宮地区

みんなの広場.indd   1 14/06/20   10:29
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財中学校は、６月 24 ～ 26 日に予定している関
西地方への修学旅行で本市の農産物のＰＲ活動

を計画しています。これは、生徒たちが京都市四条河
原町で道行く人に声をかけ、ＪＡ西都から提供された
カラーピーマンを手渡し、西都市や三財をＰＲすると
いう取り組みです。ピーマンと一緒に配布するメッ
セージカードも生徒たちの手作りで、西都の魅力や口
蹄疫支援へのお礼などが書かれています。学級委員長
の齋藤遥菜さんは「はじめ計画を聞いたときは驚い
て、できるかどうか不安でした。でも、西都をＰＲで
きる良い機会なので頑張りたいと思います」と話しま
す。副委員長の肥田木悠斗さんは「せっかくやるのだ
から、自然が豊かなところや、食べ物がおいしいとこ
ろなど、西都のいいところを京都の人に伝えたいです」
と、意気込みは十分。生徒たちはＪＡ西都の担当者か
らカラーピーマンの説明を受けたり、質問に答える練
習をするなど事前準備に熱心に取り組んでいました。

三

　私は、５年生の初めに、次のようなめあて
を決めました。
「元気で気持ちいいあいさつ」です。
　なぜ、このめあてにしたかというと、元気
で気持ちよいあいさつをされると、された人
も気持ちよくなるからです。
　５年生になって数か月たっていますが、私
は、気持ちよいあいさつを心がけています。
　登校しているときや下校しているときに、
通りすがりの人や門の近くに立っている校
長先生にあいさつをすると、
「元気がいいね。」とか、
「あいさつ花まる。」
と言ってくれます。そう言われるとあいさつ
をした私も気持ちがよくなります。あいさつ
はまほうの言葉だなと思いました。これから
も気持ちのよいあいさつを続けたいです。

 題名
　『気持ちのよい
　　　　　あいさつを』
都於郡小学校５年

　　日髙　桃
ももか
花 さん  

 いのうえ　きら くん
妻保育園・５歳

作品
 「カマキリ」

いつも元気に走り回っています。
あなたのニコニコ笑顔が大好きです。
　(穂北：二朗さん・洋子さんの長女 )

三財中学校２年生のみなさん

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

 
坂
さかもと
本　夏

なつな
菜ちゃん

（平成24年7月31日生）

※この記事は６月 13日にインタビューしました。この活動の模様は
　広報さいと８月号で紹介する予定です　
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■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

※
い
ず
れ
も
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

小
物
手
芸
品
展

■
期
間
＝
７
月
１
日
（
火
曜
）
〜

　

６
日
（
日
曜
）

七
夕
書
道
展

■
期
間
＝
７
月
８
日
（
火
曜
）
〜

　

13
日
（
日
曜
）

狩
集
武
志
写
真
展
展

■
期
間
＝
７
月
15
日
（
火
曜
）
〜

　

20
日
（
日
曜
）

水
墨
画
﹁
遊
墨
﹂
作
品
展
展

■
期
間
＝
７
月
22
日
（
火
曜
）
〜

　

27
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

■
日
時
＝
７
月
20
日
（
日
曜
）

　

①
あ
い
そ
め
マ
ル
シ
ェ
：
10
時

　
　

〜
15
時

　

②
あ
い
そ
め
ナ
イ
ト
：
17
時
〜

　
　

21
時

■
会
場
＝
あ
い
そ
め
広
場
周
辺

■
内
容
＝

　

①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

　
　

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

　
　

か
県
内
外
か
ら
の
雑
貨
屋
さ

　
　

ん
が
多
く
出
店

　

②
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
す
て

　
　

き
な
音
楽
演
奏
や
ダ
ン
ス
な

　
　

ど
の
鑑
賞

■
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輪

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
や
ざ
き
チ
ャ

　

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　

℡
０
９
８
３–

35–

３
３
１
０

■
日
時
＝
７
月
17
日
（
木
曜
）
〜

　

18
日
（
金
曜
）
19
時
〜　
　
　

■
会
場
＝
三
納
札
の
元

■
内
容
＝
夜
店
、
長
谷
観
音
祈
願

　

祭
（
18
日
10
時
〜
、
長
谷
観
音

　

堂
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

■
日
時
＝
７
月
25
日
（
金
曜
）
〜

　

27
日
（
日
曜
）
18
時
〜
22
時

■
会
場
＝
西
都
市
街
地

■
内
容
＝
初
日
と
最
終
日
に
約
２

　

０
０
人
の
若
者
が
担
ぐ
互
親
組

　

太
鼓
台
が
目
玉
。
２
日
目
に
は

　

市
民
総
踊
り
も
開
催
。
市
街
地

　

全
体
が
会
場
に
な
り
、
ス
テ
ー

　

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
多

　

彩
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
西
都
商
工
会
議
所
内
）

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
１
１
１

■
日
時
＝
8
月
２
日
（
土
曜
）

　

18
時
〜
21
時

■
会
場
＝
西
都
原
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ

　

ン
タ
ー
こ
の
は
な
館
前
広
場

■
内
容
＝
出
店
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
運
動
の
普
及

拡
大
と
あ
た
た
か
い
助
け
合
い
の

心
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
赤
い
羽

根
図
書
・
ク
オ
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
展
開
に

活
用
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
、
ひ
ろ
く
県
民
の
方
々
を
対
象

と
し
て
図
書
・
ク
オ
カ
ー
ド
原
画

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
共
同
募
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

akaihane-m
iyazaki.jp/

）
で
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 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp
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催
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は
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涼
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赤
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羽
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図
書
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オ
カ
ー
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原
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募
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ま
つ
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長
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観
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マ
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シ
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ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
＝
７
月
25
日（
金
曜
）

　

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
法
人　

宮
崎
県
共
同

　

募
金
会

　

〒
８
８
０-
０
０
０
７

　

宮
崎
市
原
町
２-

22　

宮
崎
県

　

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
人
材
研
修

　

館
内

　

℡
０
９
８
５-

22-
３
８
７
８

　

２
０
１
１
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
東
京
か
ら
約

１
０
０
０
㎞
離
れ
た
小
笠
原
諸
島

「
父
島
・
南
島
」
を
舞
台
に
、
全

国
か
ら
子
ど
も
達
が
参
加
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
体
験
す
る

青
少
年
育
成
事
業
（
野
外
活
動
体

験
）
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kskk.or
.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
＝
小
学
校
３
年
生
〜
中
学

　

校
３
年
生

■
申
込
締
め
切
り
＝

　
７
月
22
日
（
火
曜
）
先
着
順

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

　

研
修
協
会

　

〒
１
４
１-

０
０
３
１

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７-

　

15-

４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

E-m
ail　

info@
kskk.or.jp

　

℡
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

杉
安
川
仲
島
公
園
で
は
６
月
か

ら
競
泳
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
は
流
水
プ
ー
ル

お
よ
び
児
童
・
幼
児
プ
ー
ル
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

■
期
間
＝
７
月
１
日
（
火
曜
）
〜

　

８
月
31
日
（
日
曜
）

※
毎
週
月
曜
休
場
日
（
た
だ
し
７

　

月
15
日
〜
8
月
31
日
は
除
く
）

※
競
泳
プ
ー
ル
は
９
月
30
日
（
火

　

曜
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す

■
開
場
時
間
＝
①
９
時
30
分
〜
12

　

時
30
分
②
13
時
30
分
〜
17
時
③

　

全
日
④
17
時
30
分
〜
20
時

※
④
は
競
泳
プ
ー
ル
の
み

■
料
金
＝
○
幼
児
：
①
②
１
０
０

　

円
③
１
６
０
円
、○
児
童
生
徒
：

　

①
②
２
１
０
円
③
３
２
０
円
、

　

○
一
般
：
①
②
④
３
２
０
円
③

　

４
８
０
円

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

　

か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
を
健

や
か
に
育
て
る
た
め
に
は
、
小
学

校
入
学
前
か
ら
一
人
一
人
の
特
性

に
応
じ
た
育
児
や
教
育
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

お
子
さ
ま
の
こ
こ
ろ
の
発
達
や

発
育
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

育
児
や
今
後
の
教
育
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
方
の
た
め
に
専
門
家
に

よ
る
就
学
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
＝
①
９
月
４
日
（
木

　

曜
）、
②
９
月
12
日
（
金
曜
）、

　

③
９
月
18
日
（
木
曜
）

■
相
談
時
間
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
お
一
人
の
相
談
に
か
か
る
時
間

　

は
約
２
時
間
で
す
。

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー

■
対
象
＝
本
市
在
住
で
来
年
４
月

　

に
小
学
校
入
学
予
定
の
幼
児
を

　

持
つ
保
護
者

■
相
談
内
容
＝
家
庭
で
の
子
育

　

て
、
こ
こ
ろ
の
発
達
や
発
育
、

　

小
学
校
入
学
に
際
し
て
心
配
さ

　

れ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
相
談
員
＝
小
児
科
医
、
臨
床
心

　

理
士
、
学
校
の
先
生
、
教
育
政

　

策
課
職
員
な
ど

■
申
し
込
み
の
流
れ
＝

　

◉
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　
　

↓

　

◉
教
育
政
策
課
へ
事
前
連
絡

　
　
　
（
必
ず
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
　
　
　

↓

　

◉
申
込
書
の
提
出
お
よ
び
簡
単

　
　

な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

↓

　

◉
相
談
日
の
決
定

■
申
込
書
の
配
布
場
所
＝

○
年
長
児
が
在
籍
す
る
幼
稚
園
や

　

保
育
所
、
保
育
園
に
配
布
し
て

　

い
ま
す
。

○
教
育
政
策
課
に
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
申
込
時
に
記
入
い
た
だ
い

　

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切
＝
７
月
31
日（
木
曜
）

■
そ
の
他
＝
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
３
８
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小
笠
原
諸
島
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
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　ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

就
学
相
談
を
行
い
ま
す

川
仲
島
公
園
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水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
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昨
夏
の
ご
協
力
い
た
だ
い
た
節

電
を
目
安
に
、
生
活
・
健
康
や
生

産
・
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
可
能
な
限
り
節
電
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間
＝
７
月
１
日
（
火
曜
）
〜

　

９
月
30
日
（
火
曜
）
の
平
日

※
８
月
13
〜
15
日
を
除
く

■
時
間
＝
９
時
〜
20
時

※
日
中
ご
在
宅
の
場
合
は
13
時
〜

　

17
時
に
つ
い
て
特
に
重
点
的
に

　

お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
電
力
株
式

　

会
社　

高
鍋
営
業
所

　

℡
０
１
２
０-

９
８
６-

７
０
３

　

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
今
年
度
「
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て

﹃
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
﹄
を
宮

崎
市
と
延
岡
市
の
２
会
場
で
開
催

し
ま
す
。

■
対
象
＝
宮
崎
県
内
在
住
で
、
ひ

　

き
こ
も
り
の
問
題
を
抱
え
る
ご

　

家
族
ま
た
は
そ
の
支
援
者

■
場
所
＝

○
宮
崎
会
場

　

宮
崎
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
５
階　

視
聴
覚
室

　

〒
８
８
０-

０
０
３
２

　

宮
崎
市
霧
島
１-

１-

２

○
延
岡
会
場

　

延
岡
保
健
所　

中
会
議
室

　

〒
８
８
２-

０
８
０
３

　

延
岡
市
大
貫
町
１-

２
８
４
０

■
費
用
＝
無
料

■
日
時
＝
９
月
〜
12
月

　
　
　
　
　
　

各
会
場
４
回

■
日
程
＝

○
宮
崎
会
場

　

第
１
回　

８
月
12
日
（
火
曜
）

　

第
２
回　

９
月
９
日
（
火
曜
）

　

第
３
回　

10
月
10
日
（
金
曜
）

　

第
４
回　

11
月
７
日
（
金
曜
）

○
延
岡
会
場

　

第
１
回　

９
月
30
日
（
火
曜
）

　

第
２
回　

10
月
28
日
（
火
曜
）

　

第
３
回　

11
月
25
日
（
火
曜
）

　

第
４
回　

12
月
16
日
（
火
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

〒
８
８
０-

０
０
３
２

　

宮
崎
市
霧
島
１-

１-

２　

　

℡
０
９
８
５-

２
７-

８
１
３
３

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
７
月
８
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

※
毎
月
、
第
２
火
曜
日
に
開
催

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
７
月
10
日
（
木
曜
）　

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

※
次
回
は
８
月
14
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
７
月
15
日
（
火
曜
）　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
相
談
時
間
は
１
人
25
分
ま
で

■
定
員
＝
６
人

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

■
会
場
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

 広報さいと July 2014　16

 ＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
● 

く 

ら 

し 

●
●

相
談

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　
　
　
　
　
　
　の
ご
案
内

九
電
か
ら
節
電
の
お
願
い
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西
都
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
７
月
15
日
（
火
曜
）　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-
43-
１
２
０
４

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
７
月
27
日
（
日
曜
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

消
費
生
活
無
相
談
︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
８
月
５
日
（
火
曜
）　

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

※
次
回
は
９
月
２
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

交
通
事
故
相
談

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
７
月
20
日
（
日
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
８
月
１
日
（
金
曜
）

　
　
　
　

９
時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
19
年
７
月
２
日

　

〜
８
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
14
年
８
月

　

１
日
〜
８
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　

13
時
〜
13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

　
７
月
31
日
は
、保
険
税
第
２
期
、

介
護
保
険
料
第
１
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
１
期
の
納
付
期

限
で
す
。

　

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

17　July 2014 広報さいと

 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。

ＮＦＯMＡＴＩＯＮＩ

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

42-0039７ ６ 日
日

月
日

13
20
21
27 日

いわみ小児科医院
富田医院
上野医院
鶴田病院

内科

眼科
小児科
内科

外科・内科

42-1500
43-0178
44-5100
42-3711

のぐち眼科クリニック

そ
の
他

今
月
の
納
期

インフォメーション.indd   4 14/06/20   11:37



今月
の主役 オクラ

 広報さいと July 2014　18

 人の動き ( 平成26年6月１日現在 )
■人　口　31,130 ( -  42)　■男　   14,636 ( - 11)
■世帯数　12,193 ( -  15)   ■女　　16,494 ( - 31)
■転入 　43  ■転出    70    ■出生  23  ■死亡   38
■高齢化率 (65歳以上 )　31.86％

COOKING
 ヘルスメイト
　　　おすすめレシピ
　オクラと納豆の
　　　　ドライカレー

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料（２人分）
　オクラ　　8本
　ひきわり納豆　20g
　タマネギ　中 1個
　鶏ひき肉　100g
　ニンニク　2かけ
　ご飯　　　300g
　サラダ油

５月号プレゼント「株式会社タカヒラの『みやざきマンゴー
の笑顔』 」の当選者です。おめでとうございます。
　　　　鈴　山　たき子　さま　（ 右　松 ）
　　　　久保田　史　洋　さま　（ 高鍋町 ）
　　　　中　園　洋　子　さま   （ 　妻　 ）

 PRESENTこのはな館レストラン
『旬菜家』の「西都の秋の恵み」
西都原ガイダンスセ
ンターこのはな館内
レストラン『旬菜家』
の「西都の秋の恵み
（1300 円）」を３人の
方にプレゼント。（写
真は去年のものです）
 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は7月31日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。【宛て先】〒881-8501
　西都市総務課「地場産品もらっちゃおう7月号」係。
または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

IN
FO
RM
A
TIO
N

BOOKS

昨年、西都市で講演会をして
いただいた駐日外交団長サン
マリノ共和国特命全権大使に
よる著書。
430 年前、日本と西欧の懸
け橋になるという歴史に残る
偉業を成し遂げた伊東マン
ショ。世界と日本を結ぶ遣欧
少年使節の大偉業をもっと日
本人に知ってほしいという思
いが綴ってあります。

ちからとどきょうのある悟空…みんながこわ
がってかなしくなった悟空。ひとりになりたくて
月の世界へ。強いだけでは友だちの心はつかめな
い…どうしたら友だちになれるのかな！？ 2013
年中国上海国際児童書展ベスト国際絵本賞受賞。

 『だから日本は世界から尊敬される』
マンリオ・カデロ／著

　　   　　小学館

 『悟空、やっぱりきみがすき！』

 ●オススメの本

向華／作
馬玉／絵
施桂栄／訳　　

　　ポプラ社

※このレシピは、NHK宮崎放送局の番組「宮崎を食べ
　よう」（6月 17日放送）内で紹介されました

 ●作り方
　①オクラはヘタを切り、薄い輪切りにする。
　②タマネギ・ニンニクをみじん切りにする。
　③油をひいたフライパンに、ニンニクを入れ、
　　弱火で炒める。
　④香りが出てきたら、タマネギを加え、中火
　　でしんなりするまで炒める。
　⑤さらに、鶏ひき肉を加え、火が通るまでしっ
　　かり炒める。
　⑥調味料をすべて入れて炒める。
　⑦最後に、オクラと納豆を加え、オクラがし
　　んなりしたら火を止める。
　⑧ご飯の上にかけて完成。

＜調味料＞
 カレー粉　 大さじ 3 
 ウスターソース
　　　　　  小さじ 1
 しょうゆ 　小さじ 1
 塩　　　 ひとつまみ
 コショウ ひとつまみ

※「うめもん豆知識」は紙面の都合により、今月はお休みします

市長のページ.indd   1 14/06/20   10:31
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西
都
市
の
口
蹄
疫
復
興
シ
ン
ボ

ル
牛
と
し
て
、
約
３
年
前
に
導
入

し
た
繁
殖
雌
牛
『
さ
い
と
』
号
の

第
２
子
で
あ
る
『
第
２
さ
い
と
』

号
が
、
６
月
６
日
に
行
わ
れ
た
児

湯
郡
市
子
牛
競
り
市
に
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
『
第
２
さ
い
と
』

号
は
雌
の
子
牛
で
茶
臼
原
の
畜
産

農
家
川
越
さ
ん
宅
で
生
ま
れ
、
手

塩
に
か
け
て
飼
育
管
理
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
12
日
に
は
第
３
子

と
な
る
雌
の
子
牛
が
無
事
生
ま
れ

ま
し
た
の
で
、
１
年
１
産
の
ペ
ー

ス
で
出
産
し
て
お
り
繁
殖
成
績
も

良
好
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
牛
の
初
代

管
理
者
の
浜
砂
さ
ん
、
そ
し
て
現

在
の
管
理
者
で
あ
り
ま
す
川
越
さ

ん
の
飼
育
管
理
が
い
か
に
優
れ
て

い
る
か
を
示
し
て
お
り
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
『
第
２
さ
い
と
』
号
の
競

り
価
格
は
、59
万
４
０
０
０
円（
税

込
）
で
第
１
子
と
同
様
、
有
限
会

社
有
田
牧
畜
産
業
に
購
入
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
西
都

市
に
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
思

い
で
購
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
繁
殖
用
の
素
牛
と
し
て
育

成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、近
い
将
来
に
は
種
付
け
さ
れ
、

シ
ン
ボ
ル
牛
の
３
世
の
誕
生
も
夢

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
が
着
実

に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
現
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

口
蹄
疫
か
ら
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
口
蹄
疫
を
２
度
と
起
こ
さ
せ

な
い
た
め
に
も
消
毒
の
徹
底
や

ウ
イ
ル
ス
侵
入
防
止
な
ど
の
防

疫
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
気

を
引
き
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
改
め
て
思
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

編
集
後
記

　

８
月
27
日
で
口
蹄
疫
の
終
息
宣

言
か
ら
４
年
が
経
ち
ま
す
。
本
市

に
あ
る
埋
却
地
も
順
調
に
再
生
が

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

先
月
、
そ
の
埋
却
地
の
１
つ
で
、

ひ
ま
わ
り
の
花
が
早
く
も
満
開
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
早
咲
き
の
品

種
な
の
で
し
ょ
う
が
、
一
足
早
く

『
夏
』を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
月
の
中
旬
に
は
西
都
原
の
ひ

ま
わ
り
も
満
開
に
な
る
と
の
こ
と
。

　

ひ
ま
わ
り
が
咲
く
暑
い
季
節
に

な
り
ま
す
が
、
夏
バ
テ
せ
ず
、
元

気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

口
蹄
疫
復
興
シ
ン
ボ
ル
牛
の

第
２
子
を
出
荷

埋却地で満開となった早咲きのひまわり

子牛競り市の様子

『第 2さいと』号
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第 25回
　アカザ

月
２
日
、
鹿
児
島
気
象
台
は

「
宮
崎
県
を
含
む
九
州
南
部

が
梅
雨
入
り
し
た
と
み
ら
れ
る
」

と
発
表
し
た
。
平
年
よ
り
２
日
、

昨
年
よ
り
６
日
遅
い
。
九
州
南
部

の
梅
雨
明
け
は
、
例
年
７
月
14
日

ご
ろ
。
宮
崎
気
象
台
に
よ
る
と
、

２
日
午
前
、
気
圧
の
谷
や
湿
っ
た

空
気
の
影
響
か
ら
全
域
で
曇
り
と

な
り
、
午
後
か
ら
は
雨
模
様
に
。

３
日
も
梅
雨
前
線
な
ど
に
よ
り
全

域
で
続
き
、
雷
を
伴
っ
て
非
常
に

激
し
く
降
る
所
も
あ
る
と
い
う
。

　

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
の
と
お
り

に
西
都
市
全
域
が
雨
で
、
一
ツ
瀬

川
に
沿
っ
て
走
る
国
道
２
１
９
号

線
は
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
白
い
花

が
真
っ
盛
り
で
あ
る
。

　

そ
の
昔
、
西
都
で
は
落
下
傘
を

作
る
た
め
に
養
蚕
が
盛
ん
で
桑
の

木
が
植
え
て
あ
っ
た
。
学
校
帰
り

に
そ
の
中
に
潜
り
込
ん
で
桑
の
実

を
食
べ
た
。

　

そ
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
さ
が
堪

ら
ず
、
ひ
た
す
ら
桑
の
ト
ン
ネ
ル

を
走
り
ま
わ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
70
年
。
西
都
原
か
ら

桑
畑
が
姿
を
消
し
て
、
タ
バ
コ
畑

に
替
わ
っ
た
。
そ
の
黒
い
空
き
地

に
ア
カ
ザ
が
生
え
、
赤
い
粉
を
ふ

い
た
若
い
葉
が
美
し
い
。

　

ア
カ
ザ
は
畑
地
に
自
生
す
る
ア

カ
ザ
科
の
一
年
草
で
、
古
い
時
代

に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
と
さ
れ

る
。

　

茎
、
葉
、
若
芽
を
摘
ん
で
一
度

ゆ
で
こ
ぼ
し
、
ひ
た
し
物
や
あ
え

物
に
す
る
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
似

て
美
味
で
あ
る
。
ま
た
、油
炒
め
、

炊
き
込
み
ご
飯
、
ゴ
マ
和
え
、
み

そ
汁
に
も
よ
し
。

　

採
集
期
間
が
長
く
、
ほ
と
ん
ど

一
年
中
摘
め
る
。栄
養
価
も
高
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、、
Ｂ
２
、
こ
と
に

Ｃ
を
多
量
に
含
み
食
用
野
草
の
一

級
品
。民
間
薬
と
し
て
虫
刺
さ
れ
、

動
脈
硬
化
、
ぜ
ん
そ
く
に
効
が
あ

る
。

　

風
流
志
道
軒
伝
と
い
う
本
の

「
左
に
ア
カ
ザ
を
つ
き
、
右
に
毛

扇
を
持
ち
て
」
を
読
ん
で
、
脳
梗

塞
で
倒
れ
た
父
に「
ア
カ
ザ
の
杖
」

を
作
っ
て
や
っ
た
ら
、
箸
や
筆
が

握
れ
て
、
一
人
で
歩
け
る
よ
う
に

な
り
、
95
歳
ま
で
生
き
た
。
ア
カ

ザ
万
々
歳
。

　

古
墳
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
中

に
ア
カ
ザ
の
種
子
が
あ
っ
た
。

　　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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